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芸術の秋を彩る東濤会大文化祭

《山形国際ホテルと文翔館で開催》
東濤会の会員諸氏による絵画や彫刻、書道、陶芸、俳画などの作品発表とクラシック演奏、謡曲・仕舞、三味線・尺八演奏などを併せた「東濤会文化祭：美術展と音楽会」が１０月２日（日）から１０日（月）まで、山形市の山形国際ホテルと文翔館（旧県議会議事堂）議場ホールで開かれる。これまで会員諸氏がたしなんできた趣味の世界は多種多彩。芸術・文化の分野でその道を究めた人も少なくない。東濤会発足５０年を記念する「芸術・文化の祭典」として、それぞれの“道”を披露し合うことになった。期間中には山形東濤会の「芋煮会」を兼ねた懇親パーティーを開き、祭典ムードを盛り上げる。

《美術展は１０月２日（日）から１０月１０日（月）まで》
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美術展は１０月２日（日）から１０日（月）までの９日間、山形国際ホテル４階展示室「メセナ」で開かれる。展示されるのは洋画、日本画、版画、彫刻、書道（篆刻）、写真、陶芸、各種工芸のほか俳句・川柳など。洋画や陶芸、ガラス細工、籐工芸、木彫では会員のご夫人方の作品が多数、出品され、展示会に花を添えてくれる。

《主な出品予定者は次の通り（敬称略）》

【洋画】鈴木恒太郎、高橋成知、沼沢和子、故草壁成義（夫人）、早坂直（夫人）
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【日本画】川井玲子

【版画】浦山宏、縄野光邑

【彫刻】沼沢政辰、森倫子

【書道（篆刻）】浦山宏、川井玲子、早川千鳥

【写真】徳永正靱、鈴木和子、中村弘

【陶芸】細谷俊郎、江口淳男、土井順子、安部忠昭（夫人）、今野信男（夫人）

【ガラス】高橋成知、渡辺宏一（夫人）
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【俳句（俳画）】三井幸太郎、伊藤庄一、市川みち、安部忠昭、井上茂、木村勲、佐藤章夫、推名誠一、清水彬、杉浦文明、鈴木正朗、中島美通、向　裕、鈴木敏子、佐藤顕也

[image: image6.bmp]【川柳】古川智義、松ノ井久弘、森倫子

【籐工芸】前田訓義（夫人）

【木彫】亀ケ谷修子、門間鈴夫、武田真（夫人）

【出版物】佐藤章夫、冨樫徹、三井幸太郎、浦山宏、伊藤庄一、近藤元一、沼沢和子、鹿野道彦、故高橋康雄

【音楽会は１０月５日（水）午後１時３０分から】
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文翔館（旧県議会議事堂）議場ホールをステージとした「音楽会」は１０月５日（水）午後１時３０分から。祝謡・祝舞で幕を開け、第１部（音楽アラカルト）と第２部（クラシックの部）の構成になる。

【恒例の祝謡・祝舞で開幕】
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佐藤章夫、鈴木展夫、松田博之、田中和一の４君による祝謡・祝舞は東濤会行事の定番。これまでも４年前の「東濤会４７年を語る集い」や昨年秋、伊豆大仁温泉で開かれた「古稀の集い（５０年を語る会）」でも伝統の謡と舞を披露してくれた。４君とも２０年から４０年のキャリアを誇る。連吟「猩々」のほか、佐藤君が仕舞「鶴亀」、鈴木君が同じく「八島」を舞う。

【第１部は音楽アラカルト（ポピュラー、オカリナ演奏など）】
第１部の音楽アラカルトはポピュラーバンド「スイートメモリーズ」やオカリナ、三味線・尺八などの演奏がある。

スイートメモリーズは近藤元一（スチールギター）、園部稔（エレキギター）、武田俊章（ドラム）、山川茂（ウクレレ）、安孫子慎一郎（クラシックギター）の５君がメンバー。山大工学部時代からのバンド仲間が中心だそうで、歌は江口惇男君と園部君。曲目は「ビギン・ザ・ビギン」「ダニーボーイ」「フラガール」「昴」などを予定している。

　オカリナ演奏は鈴木条太君。「また君に恋している」「遠くへ行きたい」を披露する。邦楽は三味線が久間木國男君、尺八は渡辺宏一君。「越後獅子」を聴かせてくれる。

【第２部のクラシック演奏は東濤管弦楽団】
第２部「クラシックの部」は最初に鈴木正朗君が登場し、ナポリ民謡の「オーソレミヨ」を原語で熱唱する。ピアノ伴奏はゲストの田中奈織美さん。
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　続いて東濤管弦楽団のクラシック演奏。東濤管弦楽団はチェロの高坂知勝、フルートの佐藤勇、三浦剛、ヴァイオリンの佐藤栄一の４君に尺八の渡辺宏一君が加わる。昨年は春に東濤会有志の懇親会、秋は伊豆大仁温泉での「古稀の集い」で演奏してくれた。その後も何度か集まり練習会を開いているという。今回はハバネラ「歌の翼に」「コラール風日本の歌」やカノン「愛の挨拶」を演奏の予定。

ゲスト出演ではヴァイオリンの池田敏美さん（最上町在住）とピアノの田中奈織美さん（山形市在住）が登場してくれる。二人は県内各地の多彩なコンサートで活躍している。最後は出演者全員と会場が一体となった混声合唱。「ふるさと」「赤とんぼ」を歌って幕を閉じる。

（文章だけでは紙面が寂しかったため、これまで東濤会だよりに掲載した写真の中から、このたび出品、出演を予定している方々の作品や出版物、ステージの姿を転載させていただきました。掲載写真はこのたび出品される作品とは限りません。ご了承ください）

【いも煮会兼懇親パーティー：１０月５日（水）午後６時から】
　山形東濤会の「芋煮会」を兼ねた懇親パーティーが１０月５日（水）午後６時から山形駅前の「山形国際ホテル」（０２３－６３３－１３１３）で開かれる。

　会費は５，０００円（当日集金）。文翔館議場ホールでの音楽会が終了した後、芋煮会・懇親パーティー会場の山形国際ホテルまではマイクロバスを用意する。

　遠くから来形し、宿泊を希望する方々のために山形国際ホテルのシングルルーム（朝食付き６，０００円）を予約している。

　また、翌日（１０月６日）はゴルフ希望者（別途案内）と観光希望者には置賜方面の観光と白布高湯温泉の「東屋旅館」（２食付き１０，５００円）を準備している。

参加申し込みは９月２０日（火）まで。既に山形東濤会から郵送してある「いも煮会」のご案内に同封の出欠ハガキに必要事項を記入し、投函のこと。

問い合わせは幹事の鈴木正朗君＝自宅０２３－６０８－７１９２、携帯０９０－１３７４－２４４９＝へ。（小笠原英雄記）


宇都宮市在住の門間鈴夫君

【栃木県の伝統工芸「日光彫」を手掛ける】

“おじゃまします”のタイトルで連載している会員歴訪。これまでは山形市を中心に内陸一円に限られていた。しかし、今回は初めて県外へ足を延ばし、宇都宮を訪れた。同市内で日光彫の店を営み、日光彫教室も開いている門間鈴夫君に会うためだ。取材当日は同市内に住む鏡勇吉君も駅頭で出迎えてくれ、門間君と共に名物の餃子店や栃木県庁の展望台などを案内してくれた。

　日光彫は日本を代表する伝統的な彫物の一つ。その由来は世界遺産・日光東照宮とかかわりがあるらしい。徳川３代将軍・家光が日光東照宮を現在のような社殿に造り替えたのは江戸初期の寛永年間。今から３７５年ほど前になる。このとき宮大工をはじめ絵師、彫物大工、漆工、金工ら様々な分野の優れた工人や名のある職人が全国各地から動員された。

　彫物大工は建物を飾る彫刻で腕を振るった。狩野派の絵師が描いた図案を寸分の狂いもなく刻む技術を持っていたという。東照宮が完成した後も多くの彫物大工が日光に残り、東照宮の補修や修復にあたる傍ら、参拝や見物に訪れる人たちのお土産としてお盆や箪笥などを作ったのが日光彫の基礎になったと伝えられる。

　門間君が日光彫の店を開業したのは昭和４９年４月。同年５月から日光彫教室も始めた。最初は職人さんを講師に頼んでいたが、昭和５６年ころから自分で教えるようになった。現在は自らの教室のほか、生涯学習の講師として周辺の市町（栃木市や壬生町）にも出掛けている。

大学卒業後、１０年ほど会社勤めをしたが、連日、終電車帰りの生活が続いたほか、大阪への転勤話をきっかけに転身した。小さい頃から絵が好きで、美術や工芸には興味を持っていた。素地の選び方から図案の考案、彫り、塗りのほか、刃物の研ぎ方まで、日光彫に関する知識や技術は全て独学でマスターした。「つまり授業料を一度も払わず教える立場になっていた」と語る。

取材に訪れたのは去る７月１０日（日）。山形駅発９：０６分の「つばさ１３２号」で出掛けた。同行したのは事務局長の鈴木正朗君。米沢を過ぎるまでは順調だったが、栗子の山中を通過中に東北一円でやや揺れの大きい地震が発生した。列車は徐行運転となり、トンネルを抜けたところで安全確認のため３０分以上も停車した。

宇都宮は１１：０５に到着の予定だったが、大幅に遅れ改札口を出たのは正午近かった。それでも約束の駅西口には鏡君が待っていてくれた。

鏡君はかつて宇都宮近くの喜連川というところにあったキリンビールの植物開発研究所の所長を務め、現在は宇都宮大学の近くに住んでいる。門間君とは東高の同窓会をきっかけに顔を合わせるようになったという。早速、自宅で待っていた門間君に連絡をとり、車で迎えに来てもらった。

昼時でもあったことから、まずは名物の餃子をご馳走になった。フロアいっぱいに餃子店が並び、あちこちに行列ができていた。東京方面から食べに来る人も多いとか。

自慢の餃子でたっぷりと舌鼓を打ったところで、門間君の工房を兼ねた日光彫の店へ。店内には丸盆、半月盆、菓子器、短冊掛け、色紙掛け、手鏡、二段引き出しなど、門間君が手掛けた様々な作品が展示されていた。「素朴な木の温もりや日光彫の伝統的な美しさに加え、現代的な感覚を盛り込み、新しい時代の日光彫を目指している」という。

よく対比される鎌倉彫との違いについて「鎌倉彫は仏像彫刻の技術や紋様を受け継いでいる。日光彫は建物の平面に彫った板彫りを受け継いでいる」と説明してくれた。

ひと通りの“取材”を終えた後、栃木県庁に案内してもらった。同県庁の本館は地上１５階、地下２階建て。最上階の１５階には展望ロビーや地元特産品の展示コーナーがあり、日曜・祝日も開放されている。宇都宮市内のほか日光連山や筑波山、富士山が見えることもあるという。両君の説明に耳を傾けながら市内の展望を楽しんだ後、宇都宮駅１５：５９発の「つばさ１４３号」で帰形した。

（文と写真は小笠原英雄）

続ボーペンニャンの国・ラオス

【ラオス電力公社トレーニングセンター・布施和夫君の便りから】
《国　　土》

インドシナ半島のラオスは中国（北）、ベトナム（東）、ミャンマー（西北）、タイ（西南）、カンボジア（南）の５つの国に囲まれた内陸国です。面積は約24万ｋ㎡。日本の本州と同じぐらいの大きさで、松茸や盆栽に似た形をしていて北西から南東に伸び、端から端までの横断距離は約１，０００㎞あります。南隣のカンボジアはラオスの根が生えた岩のようにも見えます。

《地　　勢》

国土の８割を山地丘陵が占め、特に北部は急峻な山岳の合間に高原や狭い盆地があり、中南部は風化してなだらかな山地がメコン川沿いの狭い平地に迫っています。北から東に連なる山々は石灰質で中国・桂林のような鋸歯状の景観があちこちに見られ洞窟もたくさんあります。平野部の土壌は赤土で痩せており、灌漑設備が整っていない大半の平地は草木も少ない荒野で、耕地は国土の５％以下しかありません。

《メコン川》

　メコン川はチベット高原に源を発して中国雲南省を通りミャンマーとラオスの国境を流れ、ラオス北部、ラオスとタイの国境、カンボジア、ベトナムを経て南シナ海に注ぎます。その延長は４，０００㎞以上、流域面積は日本の面積の２倍以上、流域の多数の支流を集めて平均１６，０００㎥／秒もの濁水が１年中流れています。乾季と雨季で流量の差が大きく砂泥が堆積した浅瀬や中洲が多いため大型船の運航はできませんが、吃水の浅いフェリー、観光船や漁船が所々でゆったり行き来しています。

《天然資源と産業》

　ラオスの主要産業は米作を中心とした農林業で、経済活動人口の７５％が農林業に従事しています。以前は農産物や木材が主要輸出品でしたが、２００５年頃までは豊富な水力発電によるタイ向け電力輸出がトップでした。

　現在は中国やオーストラリアが開発投資する金、銅などの鉱物資源が輸出額で最大となり、ラオス経済の急成長を牽引しています。最近確認された南部のボーキサイト鉱山は埋蔵量が大きく、政府は中国の支援を受けてアルミ精錬プロジェクトの開発推進に力を入れています。大きな工場はビール工場、セメント工場くらいで第２次産業はほとんどなく、安い労働力を使った縫製品が輸出品の上位に入る程度です。

《気候と災害》

　熱帯モンスーン気候のラオスでは、５月～１０月が雨季、１１月～４月が乾季で、雨量の異なる二つの季節にはっきり分かれます。

　気温は４月がピーク。ビエンチャンでは最高４０℃超に達します。タイ国と同様４月中旬にラオス新年を祝うとき「水掛祭り」をして誰にでもバサッと水を掛け合う習慣があり、お互いに涼しさを求めています。一方で１～２月は最低２０℃を切るため、滞在２年目になると肌寒く感じます。

　雨季には多量の降雨によるメコン川および支流の洪水があちこちで発生するので現在メコン川などの護岸工事を急遽実施中です。一般に地震はないと言われていますが、２００７年にマグニチュード６.６の地震がありました。

《観　　光》

　ラオスには２つの世界遺産があります。１つは北部の古都ルアンパバンで、１４世紀にランサーン王朝の首都に定められた名残で旧宮殿や仏経寺院と歴史的街並みが残ります。

　２つ目は南部のワット・プー遺跡で、７～１３世紀頃に建てられたヒンズー教・仏教寺院跡です。政府が観光資源開発を重点施策として力を入れた結果、観光はラオスの外貨収入のなかで鉱物資源、電力の輸出に次ぐ第３位の地位を占めています。

　首都ビエンチャンには２～３の仏教寺院のほかあまり観るものはありませんが、交通の不便な地方には急峻な峡谷の川下りと洞窟巡り、北部ジャール平原の謎の石壺群、メコン川下流カンボジア国境付近の島や滝などのエコツアー向き地点が多く、欧米人を中心として年間１００万人ほどの観光客がやって来ます。日本人入国者は年間２万人程度ですが、観光客はまだわずかです。タイや他の周辺国からパスポートは不用で、国境パスだけで気軽に越境できますが、観光目的とは限りません。

《ラオス人と少数民族》

　ラオスの人口は現在約６４０万人で、その８割が農村に住むと言われています。約６割が低地ラオ族と言われる民族で、他にアカ族、モン族など４９（一説に６０～７０）もの少数民族が住む民族モザイク国家です。

多くの少数民族は山間僻地に住み他との交流も遮断されているので、それぞれ固有の文化や生活を維持しています。その多くは貧困層で、北部の一部少数民族は違法なケシを最近まで栽培して生計をたてていました。

政府は貧困救済策をとって少数民族を保護していますが、建国時の内戦で米国（ＣＩＡ）に協力したモン族の一部とは現在でも抗争が続いています。昨年末の政変で初の女性国民会議議長になったパニー女史はモン族出身と伝えられ、政府の融和懐柔策を伺わせます。

《言　　語》

　公用語はラオ語ですが、少数民族はそれぞれ独自の言語を話します。ラオ語はタイ語と同族語でお互いに理解できるので、ほとんどの人がタイのＴＶ放送

を見ており、ラオ語はタイ語の影響を受けて言葉がどんどん変化しています。地政的・歴史的に外国人に支配または支援されたラオスでは、高齢者にはフランス語やロシア語を話す人がおり、中年以下では英語、日本語の会話ができる人が少数います。ＪＩＣＡや複数の日本のＮＧＯが日本語学校を運営していますが、近年は経済進出の盛んな中国と韓国の影響で中国語・韓国語の会話学校が増え、日本語を学ぶ人は減ってきたそうです。

《教　　育》

　昨年から小・中・高・大学の就学年数は５・４・３・４年になりました。一般に教育水準は極めて低く、特に小中学校で理数系の基礎教育をしていないので、大学生ですら分数やパーセントを計算できないと言われています。

これは旧宗主国フランスの植民地政策によるものと言われており、ＪＩＣＡは長年、小中学校の理数科教育のため青年協力隊員を、また職業訓練短大や国立大学での技術指導にシニア海外ボランティアを派遣したり、各分野での人材育成プロジェクトを支援したりするなど援助の力を入れています。しかし、その効果は限定的で、電力公社の社員達でも明らかに基礎学力の不足が感じられます。
訃報

　三浦（旧姓安部）光男君（〒９９０－０３０１　山辺町山辺１２３４の５）

平成２３年８月２０日逝去。バレーボール部、山形６中出身。

　水戸部欣哉先生（〒９９０－２１６４　山形市新開２－８－５５）

　　平成２３年８月２６日逝去。享年８１歳。


２０１１年９月１日号


ｖｏｌ．１４


発　行　：　東　濤　会


会　長・佐藤章夫





おじゃまします（会員歴訪）





【インターネット東濤会ホームページの閲覧について】


閲覧アドレス　①http://mkm.Mydns.jpから入る。


②http://www3.ic-net.or.jp/-motokazuのホームページの中に入り、メニューの「別室のホームページです」に入る。そこで「東濤会ホームページ」が表示されるので選択して閲覧する。


【東濤会だより編集スタッフ】


◇事務局＝鈴木　正朗  ０２３－６０８－７１９２


　　　　（携　帯）　０９０－１３７４－２４４９


◇委　員＝小笠原英雄　０２３－６３２－９１５５


　松永　貴夫  ０２３－６４５－９７９０


　清水 　 彬  ０２３－６１５―６３３７


　　（携　帯）　０９０－４３１２－０４８２


　近藤　元一　０２３－６３１－３８００





中村弘君の写真から





門間君を中央に右が鏡君。左は鈴木君





三井幸太郎君の句集





浦山宏君の木版画集から





「５０年を語る古稀の集い」から





「５０年を語る古稀の集い」から








栃木県庁からの宇都宮市内








店内に展示されている日光彫の作品
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